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こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
に
よ
る
新
役
員
と
と

も
に
、
引
き
続
き
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
今
川
で

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
の
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
を
迎
え
、
昭
和
38
年
４
月

よ
り
発
足
し
た
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ

豊
橋
は
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
、

３
つ
の
時
代
に
わ
た
り
活
動
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
時
代
と

と
も
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
時
代
を

超
え
て
、
健
康
、
友
愛
、
奉
仕

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
方
々

や
会
員
に
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ

れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
様
々
な
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
絆
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
長
年
取
り

組
ん
で
い
る
「
一
声
運
動
事
業
」

や
「
友
愛
訪
問
」
、
「
三
世
代
交

流
事
業
」
、「
サ
ロ
ン
活
動
」
は
、

私
た
ち
自
身
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
絆
を
育
む

取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
一
層

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
と
思

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
改
め
て
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
活
動
へ
の
お
力
添
え
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

会
長　

今
川　

智
嗣

地
域
の
絆
を
深
め
る
老
人
ク
ラ
ブ

よ
ろ
し
く

　
お
願
い

　
　
い
た
し
ま
す

会長
今川　智嗣

副会長
杉浦　丈雄

監事
白井　　正

女性部副部長
堀内　陽子

レクリエーション部長
鈴木　正宏

仁連木ブロック代表
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牟呂ブロック代表
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二橋　明子
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～平成 31 年度 新役員の紹介です～

監事
中村　牧雄

副会長
朝倉　規幸

保健体育部長
森　　義和

元
号
の
表
記
に
つ
い
て

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
は
、

改
元
日
以
降
を
令
和
元
年

度
の
表
記
で
統
一
し
て
い

ま
す
。
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4
月
18
日
㈭
、
平
成
31
年

度
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
が
豊
橋
市
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
総
会
は
開
会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
、
国
旗
拝
礼
、

国
歌
斉
唱
、
会
員
物
故
者
に

対
す
る
黙
と
う
の
後
、
今
川

会
長
と
佐
原
市
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
川

会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
平
成
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

精
力
的
に
事
業
の
拡
大
・
充

実
に
取
り
組
ん
だ
一
方
で
、

役
員
の
高
齢
化
、
ク
ラ
ブ
数
・

会
員
数
の
減
少
な
ど
新
た
な

課
題
も
指
摘
さ
れ
た
時
代
で

し
た
。
変
化
の
激
し
い
社
会

の
中
で
、
今
後
こ
の
ゆ
た
か

ク
ラ
ブ
豊
橋
を
ど
の
よ
う
に

盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
を
考

え
な
が
ら
、
共
に
手
を
取
り

合
い
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
顕
彰
に
移
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
舞
台
の

上
で
感
謝
状
（
市
長
感
謝
状

18
名
、
市
老
連
会
長
感
謝
状

45
名
）
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
今
川
会
長
が
議
長
に

就
き
、
議
事
へ
と
入
り
ま
し

た
。
議
案
第
1
号
「
平
成
30

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
」
、

議
案
第
2
号
「
平
成
31
年
度

豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

役
員
の
選
出
に
つ
い
て
」
、

議
案
第
3
号
「
平
成
31
年
度

事
業
実
施
方
針
」
、
議
案
第

4
号
「
平
成
31
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
」
の
全
て
の
議

案
が
拍
手
と
と
も
に
承
認
さ

れ
、
朝
倉
新
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

　

第
2
部
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
講
演
会
で
は
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
・
穂
の

国
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
理
事
・
神
谷
典
江
氏

を
講
師
に
招
き
、
「
あ
な
た

も
主
役
で
輝
け
ま
す
！

～

地
域
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
は

～
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
人
生
１
０
０
年

時
代
の
理
想
の
暮
ら
し
は
、

生
活
の
質
を
確
保
で
き
る
か

に
か
か
っ
て
お
り
、
①
話
し

相
手
が
い
る
②
気
に
か
け
て

も
ら
え
る
人
が
い
る
③
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
を
頼
め
る
人

が
い
る
④
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
な
い
生
活
（
が
で
き
る
）

な
ど
が
重
要
に
な
る
と
説

明
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
市

内
で
活
動
し
て
い
る
「
大
清

水
さ
さ
え
あ
い
の
会
」
や
「
八

町
リ
ビ
ン
グ
ほ
っ
こ
り
」
の

事
例
（
電
球
の
取
り
換
え
や

草
刈
り
な
ど
日
常
の
ち
ょ
っ

と
し
た
お
手
伝
い
、
肩
肘
張

ら
な
い
集
い
）
を
紹
介
さ
れ
、

地
域
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て

生
活
の
質
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
神
谷
氏
が
豊
川
市
内

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
市
の
助
成
金
の
も

と
、
地
元
商
店
や
事
業
所
、

小
学
校
を
巻
き
込
ん
で
児
童

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
に
対

し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
商
店

や
事
業
所
の
景
品
・
特
典
と

交
換
す
る
仕
組
み
で
す
。
子

ど
も
と
そ
の
親
、
そ
し
て
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
人
た
ち

と
の
間
で
交
流
が
生
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
他
団
体
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
し
な
が
ら

「
協
働
」
に
よ
っ
て
お
互
い

認
知
し
合
い
、
育
み
合
っ
て

地
域
の
状
況
を
変
え
て
い
け

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。

70～74歳
20％

75～79歳
25％

80歳以上
41％

60～64歳
3％

65～69歳
11％

60歳未満
0％

■年齢別

平成３１年度 ゆたかクラブ豊橋年齢調査

◎ゆたかクラブ豊橋総会員数

　14,644 人

　（男：6,324人、女：8,320人）

　※74歳以下／4,984人

　　75歳以上／9,660人

◎ゆたかクラブ豊橋理事平均年齢

　（平成 31 年度）75.6 歳

男43％

女57％

■男女比率

74歳以下
34％

75歳以上
66％

■前期高齢者・後期高齢者
（75歳以上）比率

平成31年度
豊橋市老人クラブ連合会総会

1.「お互いさまのまち」づくりへの積極的な参画
高齢者が気軽に集うことのできる通いの場づくりや高齢者の日常生

活の支援などに積極的に取り組もう。地域の困りごとを「自分ごと」

ととらえ、地域住民が支え合う「お互いさまのまち」づくりに積極的

に参加しよう。

2. 持続可能なクラブづくりの推進
会長や役員の役割をわかりやすく伝え、特定の人に負担がかかり過ぎ

ないように配慮しよう。新たな会員が安心して入会できる、持続する

クラブづくりを進めよう。

3. 活動の周知と仲間づくり活動の推進
会報誌の配付など情報発信を積極的に行い、地域の方々に組織の活動

を知ってもらおう。未加入者への「声掛け」や行事への勧誘を行い、

活動を共にする仲間の輪を広げよう。

4. 健康長寿を目指す生きがいづくり・介護予防活動の充実
いつまでも健康で生きがいを持って暮らし続けるため、楽しい趣味の

活動やスポーツ活動を活発に行おう。共に笑顔の絶えない健康で充実

した生活を目指そう。

平成 31 年度　重点目標

特定非営利活動法人
穂の国まちづくりネットワーク
代表理事　神谷典江氏
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平成31年度 ゆたかクラブ豊橋　事業計画

※事業・会議日程については、関係機関との調整により変更となる

　場合があります。変更する場合、理事会を通じて連絡いたします。

月　日 行　事　名 場　所

4.18 ㈭
平成 31 年度総会

豊橋市公会堂
平成31年度シニアリーダー育成事業講演会

5 月～ 8 月 シルバースポーツブロック大会 市内一円

6.7 ㈮ 第 87 回豊橋市囲碁・将棋大会 高師老人福祉センター

6.11 ㈫～ 12 ㈬ 理事研修視察 あいち健康プラザ健康科学館

6.28 ㈮ 女性部研修会 豊橋市民文化会館

8 月上旬 広報紙「吉田春秋」8月号発行

8.22 ㈭ 第 56 回豊橋市高齢者福祉大会 豊橋市公会堂

8.25 ㈰ いきいきフェスタ出展 ライフポートとよはし

9.15 ㈰～

21 ㈯

第 1 回友愛訪問 各校区指定場所

一声運動強化週間（前期） 市内一円

9.20 ㈮ 老人クラブ社会奉仕の日 市内一円

9 月～ 10 月 市老連ブロック別演芸大会 各センター

10.2 ㈬ 第 43 回ゲートボール大会 豊橋球場

10.23 ㈬～

25 ㈮

第14回とよはしシニアフェスティバル

豊橋市民文化会館
（第 51 回趣味の作品展）

（第28回女性部チャリティーバザー）

10.24 ㈭ （第 42 回趣味の演芸大会）

11.7 ㈭ 第 21 回ペタンク大会 豊橋球場

11.14 ㈭ 第 21 回グラウンド・ゴルフ大会 豊橋球場

11.20 ㈬ 冨安貞夫杯　第7回ゴルフ大会 新城カントリー倶楽部

12. 3 ㈫ 交通安全街頭啓発 市内一円

12.18 ㈬ 第 7 回ボウリング大会 岩屋キャノンボウル

1.17 ㈮ 第 7 回吹き矢大会 豊橋市民文化会館

2 月上旬 広報紙「吉田春秋」2月号発行

2.5 ㈬～

11 ㈫

第 2 回友愛訪問 各校区指定場所

一声運動強化週間（後期） 市内一円

2 月下旬 単位老人クラブ会長・女性部長研修旅行 未定

2 月～ 3 月 趣味の教室作品展・発表会 各センター

3 月下旬 ブロック別会長研修会 各センター

通年 自転車教室 各ブロック

　

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
会
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
本

市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
５
月
、
令
和
と

い
う
新
た
な
時
代
が
始
ま
り
ま

し
た
。
令
和
時
代
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
輝
く
長
寿
社
会
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
日
本
の

平
均
寿
命
や
健
康
寿
命
は
年
々

伸
び
て
お
り
、
世
界
有
数
の
長

寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
が
到

来
し
、
定
年
後
に
お
い
て
も
、

趣
味
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
、

学
習
、
就
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し

て
話
題
に
な
っ
た
若
宮
正
子
さ

ん
（
84
）
は
、
60
代
で
パ
ソ
コ

ン
を
始
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
独
学
で
習
得
し
、
シ
ニ
ア
向

け
の
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
作
成
し

て
、
82
歳
で
個
人
事
業
主
と
な

り
ま
し
た
。
「
い
く
つ
に
な
っ

て
も
進
化
で
き
る
」
が
持
論
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ
う

し
た
方
が
増
え
、
身
近
な
存
在

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
活
躍
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
を
勇
気
づ
け
、
社
会

を
明
る
く
し
ま
す
。
ゆ
た
か
ク

ラ
ブ
豊
橋
の
皆
さ
ま
も
、
シ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
活
動
、
社

会
貢
献
活
動
で
幅
広
く
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
豊
橋
市
を
元
気
に

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
生
き
生
き
と
輝
く
令
和

時
代
の
高
齢
者
の
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
ゆ
た
か
ク

ラ
ブ
豊
橋
の
今
後
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

豊
橋
市
福
祉
部
長　

西
尾　

康
嗣

生
き
生
き
と
輝
く
令
和
時
代
の
老
人
ク
ラ
ブ

第56回 豊橋市高齢者福祉大会

◆開催日時／ ８月 22 日㈭　

午前９時 30 分～

◆開催会場／豊橋市公会堂

◆開催内容／ ダイヤモンド婚・金婚を迎えられた

ご夫婦への祝詞贈呈、思い出スライ

ド、アトラクションなど

　ダイヤモンド婚（結婚60周年）・

金婚（結婚 50 周年）を迎えるご

夫婦をお祝いいたします。
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令
和
元
年
の
将
棋
界
も
昨
年

に
引
き
続
き
若
手
の
活
躍
で
一

大
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

81
個
の
マ
ス
の
中
で
40
個
の
駒

で
戦
う
将
棋
。
藤
井
七
段
は
昨

年
に
続
き
プ
ロ
棋
士
の
中
で
勝

率
1
位
を
獲
得
し
、
目
覚
ま
し

い
勢
い
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
5

月
に
は
、
平
成
生
ま
れ
の
中
部

地
方
初
と
な
る
名
人
位
を
含
め

三
冠
を
達
成
し
た
豊
島
将
之
棋

士
、
そ
し
て
藤
井
七
段
は
共
に

愛
知
県
出
身
者
と
し
て
誇
り
に

思
い
ま
す
。
去
る
6
月
4
日
、

羽
生
善
治
九
段
が
通
算
勝
利
数

を
1
4
3
4
勝
と
歴
代
勝
利
数

の
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

囲
碁
界
に
目
を
向
け
ま
す
と

史
上
最
年
少
で
プ
ロ
初
段
に
な

っ
た
仲
邑
菫
さ
ん
10
歳
、
ま
た

羽
根
一
族
の
羽
根
彩
夏
さ
ん
16

歳
、
そ
し
て
上
野
梨
沙
さ
ん
12

歳
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
戦
え

る
棋
士
に
な
り
た
い
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。
前
2
者
の
初
戦

は
善
戦
む
な
し
く
惜
敗
と
デ
ビ

ュ
ー
戦
を
飾
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
も
や
っ
て
来
ま
し
た
豊

橋
市
囲
碁
・
将
棋
大
会
。
会
場

は
こ
こ
高
師
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
で
、
去
る
6
月
7
日
に
総

勢
69
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
囲
碁
の
部
は
今

回
か
ら
3
階
級
か
ら
2
階
級
に

変
更
と
な
り
果
た
し
て
選
択
は

い
か
に
？

　

当
日
も
対
局
時
間

が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
気
合
い
の
入
り
具
合
で

超
過
す
る
対
戦
も
あ
り
、
ま
た

問
題
も
提
起
さ
れ
た
と
思
い
ま

し
た
。

4
戦
目
を
迎
え
必
死
の
攻
防

戦
で
周
囲
は
二
重
三
重
の
人
垣

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
時
間

を
忘
れ
る
ほ
ど
の
有
意
義
な
大

会
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

協
力
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
長

鈴
木　

正
宏
）

囲碁の部　実戦クラス
（参加者…23名）

優　勝 水野　高晴 高　師

準優勝 小林　和雄 植　田

囲碁の部　親睦クラス
（参加者…20名）

優　勝 田中　鶴敏 大清水

準優勝 花井　俊典 栄

将棋の部　実戦クラス
（参加者…16名）

優　勝 小林　正和 鷹　丘

準優勝 前田　　廣 高　豊

将棋の部　親睦クラス
（参加者…10名）

優　勝 鈴木　光雄 富士見

準優勝 白井　　正 二川南

大会結果（敬称略）

上位入賞の皆さん

第
87

回

豊
橋
市
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
終
え
て

　

「
げ
ん
き
の
郷
」
（
Ｊ
Ａ
あ
ぐ

り
タ
ウ
ン
）
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？　

そ
の
西
方
に
高
く
そ
び

え
る
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
建

物
が
見
え
ま
す
。
そ
こ
が
、
今

回
の
研
修
視
察
の
「
あ
い
ち
健

康
プ
ラ
ザ
」
で
す
。
6
月
11
日

8
時
、
参
加
者
37
名
は
市
役
所

を
出
発
、
10
時
前
に
目
的
地
に

着
き
ま
し
た
。
こ
の
地
は
毎
年
、

県
の
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
よ

び
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
て
い
る
会
場
で
も
あ

り
ま
す
。

10
時
か
ら
45
分
間
、
複
数
の

資
格
を
持
つ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
か
ら
、
体
の
健
康
に
つ
い
て

の
お
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等

の
効
能
に
つ
い
て
、
専
門
的
な

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
気

に
入
っ
た
の
は
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
」
と
い
う
片
足

立
ち
。
1
回
1
分
、
こ
れ
を
1

日
3
回
す
る
だ
け
で
何
分
か
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
「
健
康

科
学
館
」
の
施
設
見
学
が
あ
り

ま
し
た
。
実
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

が
何
カ
所
か
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
す
べ
て

買
っ
て
出
て
く
れ
た
Ａ

さ
ん
の
積
極
性
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
の
若
さ
の
秘
訣
は
、

ゴ
ル
フ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
だ
そ
う
で
す
。
研
修

視
察
の
時
間
は
1
時
間

30
分
、
あ
っ
と
い
う
間

の
と
て
も
充
実
し
た
も

の
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
行
程
は
、

昼
食
が
三
重
県
菰
野
町
で
自
然

薯
料
理
、
三
重
県
津
市
に
あ

る
国
宝
「
御
影
堂
」
「
如
来
堂
」

を
見
学
し
て
鳥
羽
市
相
差
町
の

ホ
テ
ル
に
1
泊
。
宴
会
・
親
睦

会
は
役
者
続
出
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
12
日
は
、
伊
勢
神
宮
内
宮

の
令
和
元
年
初
参
り
、
昼
食
は

松
阪
牛
の
す
き
焼
き
、
最
後
の

見
学
は
四
日
市
市
立
博
物
館
、

最
新
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と

「
月
世
界
へ
」
の
映
像
は
大
感

動
で
し
た
。

（
総
務
部
長　

内
藤　

克
弘
）

理事研修視察に参加して
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全
国
的
に
梅
ま
つ
り
が
開
か

れ
て
い
る
3
月
2
日
㈯
、
9
時

き
っ
か
り
に
、
石
巻
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
2
階
に
て
、
老
若
男

女
76
名
が
「
石
巻
地
区
演
芸
大

会
」
（
趣
味
の
教
室
主
催
）
を

開
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
1
階

談
話
室
に
お
い
て
盆
栽
展
、
高

齢
者
作
品
展
も
開
か
れ
、
普
段

静
か
な
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

も
建
物
を
包
む
よ
う
に
、
約
80

台
の
車
両
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

朝
か
ら
の
好
天
と
室
内

の
興
奮
、
窓
の
隙
間
か
ら

梅
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
心

地
よ
い
風
が
カ
ー
テ
ン
を

揺
ら
す
。
動
員
延
べ
人
員

1
5
0
名
ほ
ど
に
膨
れ
上

が
り
、
大
観
衆
の
拍
手
と

喝
采
が
頭
越
し
に
と
び
か

う
。
声
援
を
送
る
仲
間
と

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
光
。

　

入
口
脇
の
盆
栽
展
は
、
近

年
高
齢
化
に
よ
り
自
然
衰
退

し
た
4
人
の
グ
ル
ー
プ
が
見

事
な
ミ
ニ

盆

栽
、

孫

の
よ
う
な

か
わ
い
い

花
を
咲
か

せ
た
花
梅
、

桜
、
黄
梅
、

他
に
サ
ツ
キ
、
黒
松
、
老ろ

う

や

か

き

烏
柿

の
出
迎
え
。
作
品
展
も
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
小
物
入
れ
の
下
に
、

「
オ
ー
」
と
思
わ
ず
立
ち
止
ま

る
ほ
ど
の
ミ
ニ
地
蔵
さ
ん
が
三

体
、
籠
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

出
入
り
口
だ
け
に
来
館
者
も

多
く
、
お
風
呂
を
利
用
す
る
人
、

健
康
器
具
で
体
を
ほ
ぐ
す
人
、

将
棋
を
指
す
人
、
お
友
達
と
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
人
、
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
高
齢
者
の
社
交
場
、

今
日
ば
か
り
は
広
い
フ
ロ
ア
ー

も
下
駄
箱
が
満
杯
に
な
る
ほ
ど

に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

老
い
て
も
輝
き
を
忘
れ
ぬ
趣

味
の
教
室
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス

ム
ー
ズ
な
進
行
で
無
事
終
了
。

素
晴
ら
し
い
「
演
芸
大
会
」
が

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
今
日

の
た
め
に
何
度
も
打
ち
合
わ
せ

を
し
た
裏
方
さ
ん
、
前
日
よ
り

準
備
を
し
た
役
員
、
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

第14回 とよはしシニアフェスティバル

　「趣味の教室」の演芸種目に参加

されている皆さまを中心に、日頃の

練習の成果を披露されます。

　民謡・舞踊・詩吟・歌謡曲・童謡

唱歌・健康体操・ダンスなど、ジャ

ンルは多岐にわたります。元気にご

活躍されている皆さまにご声援をお

願いします！

◆開催日時／  10 月 24 日㈭

開場：午前 9 時

開演：午前 9 時 30 分

◆開催会場／豊橋市民文化会館　ホール

　毎年恒例のチャリティーバザー。

掘り出し物が見つかるかも…。お早

めに来場されることをおすすめしま

す。

　ご家族、お友達もご一緒にどう

ぞ！

◆開催日時／  10 月 23 日㈬～ 10 月 25 日㈮

午前 9 時 15 分～午後 3 時 30 分

※最終日は正午まで

◆開催会場／豊橋市民文化会館　1 階リハーサル室

　普段から熱心に作品づくりに取り

組んでおられる皆さまの、素敵な作

品を会場に展示いたします。

　絵画・絵手紙・写真・書道・俳句・

川柳・生け花・水墨画・手工芸品な

ど、数多くの力作が会場に並ぶほか、

設楽町の皆さまの作品も展示されま

す。

◆開催日時／  10 月 23 日㈬～ 10 月 25 日㈮

午前 9 時～午後 4 時

※最終日は正午まで

◆開催会場／豊橋市民文化会館　2 階展示室

石巻ブロック

玉
川
校
区　

和
楽
会　

杉
浦　

敬
一

趣
味
の
教
室　

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
演
芸
大
会

ぴ
か
ぴ
か
に
輝
く
高
齢
者
?
?
?

校区・単位クラブ活動
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恒
例
の
春
の
親
睦
日

帰
り
旅
行
は
、
5
ク
ラ
ブ

合
同
、
参
加
者
68
名
で
大

型
バ
ス
2
台
に
分
乗
し

て
5
月
15
日
午
前
8
時

高
師
駅
前
（
渥
美
線
）
を

出
発
し
ま
し
た
。
前
日
は

雨
天
で
し
た
が
、
当
日
は
晴
れ

て
旅
行
日
和
に
な
り
、
車
内
で

は
お
菓
子
、
お
酒
等
進
む
中
、

カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
る
と
盛
り
上

が
り
、
車
窓
か
ら
東
海
環
状
自

動
車
道
、
中
央
自
動
車
道
沿
い

に
新
緑
と
山
並
の
美
し
い
風
景

が
目
に
し
み
込
み
ま
す
。
園
原

I
C
か
ら
は
、
勾
配
の
あ
る
狭

い
つ
づ
ら
折
を
経
て
、
ヘ
ブ
ン

ス
そ
の
は
ら
山
麓
駅
に
到
着
し

全
員
で
記
念
写
真
を
と
り
、
今

回
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
、
各
ク

ラ
ブ
の
人
と
懇
親
を
深
め
な
が

ら
山
頂
に
着
き
ま
し
た
。
南
ア

ル
プ
ス
3
0
0
0
m
級
の
山
々

の
山
頂
が
雲
に
か
か
り
若
干
か

す
ん
で
い
ま
し
た
が
、
澄
ん
だ

空
気
と
壮
大
な
風
景
に
皆
さ
ん

が
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

時
間
も
な
く
、
遊
歩
道
か
ら

水
芭
蕉
を
見
る
程
度
で
し
た

が
、
開
花
し
て
い
た
の
で
満
足

で
し
た
。
夜
間
は
、
星
座
、
流

星
が
見
ら
れ
て
全
国
一
美
し
い

天
空
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昼

食
は
酒
蔵
で
そ
ば
食
べ
放
題
、

6
皿
が
最
高
記
録
で
し
た
。
女

性
に
嬉
し
い
ケ
ー
キ
食
べ
放
題

と
飲
み
物
が
あ
り
満
腹
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
お
菓
子
の
城
で
は

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
製
造
を
見
な

が
ら
、
中
に
入
る
と
赤
飯
饅
頭

の
試
食
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
飯
田
と
い
え
ば
水

引
、
伝
統
工
芸
館
で
実
演
し
な

が
ら
作
品
を
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
資
料
館
で
は
、
巨
大
な
作

品
が
多
く
展
示
さ
れ
感
動
し
ま

し
た
。
会
員
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
、
事
故
も
無
く
無
事
に
帰

宅
し
ま
し
た
。

　

会
の
歴
史
は
、
今
年
で
56
年

に
な
り
ま
す
。
時
は
、
待
望
の

新
幹
線
が
開
通
し
た
年
に
発
会

し
ま
し
た
。
当
時
の
会
員
に
は
、

あ
の
苛
烈
な
戦
争
に
生
き
残
っ

た
戦
闘
機
乗
り
も
在
籍
し
た
と

の
こ
と
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
詩

吟
や
般
若
心
経
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
等
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
会
の
食
事
会
に
は
、

自
炊
で
使
っ
た
鍋
釜
や
食
器
類

が
た
く
さ
ん
保
存
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
品
々
を
見
る
に

つ
け
、
当
時
の
諸
先
輩
が
、
親

睦
な
雰
囲
気
の
中
で
賑
や
か
に

共
同
作
業
を
行
っ
た
様
子
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

　

で
は
、
現
在
は
…
と
、
考
え

て
み
ま
し
た
。
こ
の
5
月
、
年

号
が
改
ま
っ
た
よ
う
に
、
年
8

回
あ
る
定
例
会
で
の
食
事
会
の

内
、
婦
人
部
お
手
製
の
味
噌

汁
は
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
担
当
者
の
負
担

を
考
え
る
と
、
時
代
に
即
し
た

方
法
で
す
。
他
の
行
事
内
容
の

骨
子
は
、
あ
ま
り
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
し
く
試
み
進

行
し
て
い
る
行
事
も
あ
り
ま

す
。
長
生
会
主
催
の
サ
ロ
ン
で

す
。
座
談
形
式
で
人
員
は
少
な

い
の
で
す
が
、
手
芸
、
書
道
、

時
事
の
話
題
、
そ
し
て
コ
ー
ラ

ス
活
動
で
す
。
会
員
に
音
楽
の

先
生
が
い
る
の
で
、
伴
奏
付
き

で
童
謡
、
唱
歌
を
声
高
ら
か
に

歌
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

初
め
て
市
公
認
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
慰
問
し
て
喜
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も
元
気
を

も
ら
っ
た
感
じ
で
す
。
さ
ら

に
、
会
員
に
詩し

ぶ舞
を
教
え
て
く

だ
さ
る
方
が
い
て
、
少
人
数
で

す
が
、
週
1
回
稽
古
を
積
ん
で

い
ま
す
。
発
表
は
、
市
施
設
等

で
数
回
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
に

合
致
し
た
新
し
く
楽
し
い
行
事

に
参
加
し
た
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

「
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
方
々
も
多
く
な
り
、
機
会
あ

る
ご
と
に
声
掛
け
し
た
り
、
訪

問
し
た
り
し
て
い
る
が
、
追

い
つ
か
な
い
状
態
で
す
。
ま

た
、
悲
し
い
出
来
事
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
な
ど
民
生
委
員
の
方
々
か

ら
聞
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
話
を
聞
い
た
と
き
、

11
年
前
の
私
事
が
甦
っ
て
き
ま

し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
私
は
、

朝
、
前
触
れ
も
な
く
、
左
手
・

左
足
の
動
き
が
鈍
く
な
り
動
け

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
っ

さ
に
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
、

娘
や
兄
に
連
絡
し
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
、

そ
の
ま
ま
意
識
不
明
に
な
っ
て

い
た
ら
…
と
思
い
出
す
た
び
に

ゾ
ッ
と
し
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
寄
せ
の
大
好
き

な
私
は
、
狭
い
な
が
ら
も
我
が

家
を
「
西
羽
田
町
居
場
所
交
流

会
」
の
場
所
と
し
て
提
供
を
提

案
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
3
月
、
西
羽
田
町
の

民
生
委
員
・
花
田
羽
根
井
校
区

地
域
包
括
支
援
員
・
市
役
所
長

寿
介
護
課
職
員
と
の
話
し
合

い
、
協
力
の
も
と
で
西
羽
田
町

に
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
3
回
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

の
よ
う
な
一
人
暮
ら
し
だ
け
で

な
く
、
親
子
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
な
ど
も
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
月
の
第
2
土
曜
日
を

定
例
会
と
し
て
、
世
代
問
わ
ず

楽
し
く
集
ま
り
な
が
ら
、
地
域

の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
毎
月
第
2
㈯
の
午
後
1
時
半
～
）

校区・単位クラブ活動
高師校区

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
歴
史

浜
道
長
生
会　

宮
崎　
　

祥

芦原校区

芦
原
校
区
春
の
親
睦
バ
ス
旅
行

高
師
町
明
生
会　

橋
本
真
寿
美

花田校区

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
「
い
ー
ば
し
ょ
交
流
会
」

西
羽
田
町
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ　

二
橋　

明
子



（ 7 ）第 63 号 令和元年（2019 年）8月発行ゆたかクラブ豊橋広報紙　吉田春秋

　

こ
の
会
を
み
ん
な
で
立
ち
上

げ
て
、
早
く
も
3
年
と
な
り
ま

す
。
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い

さ
ま
」
を
合
言
葉
に
お
お
む
ね

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
日

頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を

助
け
合
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
元

気
で
楽
し
く
や
ろ
う
」
「
体
が

動
か
な
い
人
は
口
で
参
加
し
よ

う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
当
初
は
3
年
続
く

か
と
心
配
で
し
た
が
、
お
か
げ

で
、
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
。
こ
の
1
年
の
実
績

件
数
は
44
件
で
す
。
ま

た
、
延
べ
1
2
8
名
の
方

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
方
面
か
ら
の

ご
支
援
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
清
水
彦
坂
の
池

の
「
憩
の
場
・
児
童
公

園
」
へ
シ
バ
ザ
ク
ラ
と
フ

イ
リ
ヤ
ブ
ラ
ン
の
苗
木

2
4
0
0
本
を
県
・
市
か
ら
支

給
い
た
だ
き
、
植
え
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
「
令

和
」
の
彦
坂
の
池
の
堤
に
は
一

面
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い

ろ
い
ろ
苦
労
し
た
資
金
面
も
な

ん
と
か
め
ど
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
大
清
水
「
さ
さ
え

合
い
の
会
」
は
自
治
会
の
全
面

的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
現
在
の
井
圡
会
長

は
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
す
。

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
が
活
動

に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
「
支
え

る
側
」
と
「
支
え
ら
れ
る
側
」

の
両
面
か
ら
関
係
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
元
気
な
の
は
口
ば

か
り
と
み
ん
な
に
思
わ
れ
な
い

よ
う
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
み
ん
な
と
楽
し
く
会
へ
参

加
で
き
た
ら
と
念
じ
て
い
ま

す
。

　

故
松
原
泰
道
先
生
の
法
句
経

の
中
に
「
わ
れ
以
外
は
み
な
わ

が
師
な
り
」
よ
き
師
に
め
ぐ
り

あ
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
よ

き
師
に
出
会
っ
て
も
「
学
び
」

を
体
得
で
き
な
か
っ
た
ら
、
汁

に
浸
り
な
が
ら
、
そ
の
よ
き
味

を
知
ら
ぬ
匙さ

じ

の
よ
う
な
も
の

だ
。
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

思
う
に
師
は
特
定
の
時
と
場

だ
け
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
学
ぼ
う
」
と
の
謙
虚
さ

さ
え
私
た
ち
が
忘
れ
ず
持
っ
て

い
た
ら
、
私
た
ち
は
自
分
の
周

囲
の
存
在
が
す
べ
て
師
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
無
数
の
師
か
ら
文
字
や
言

葉
以
前
の
真
理
を
伝
え
て
く
れ

る
の
で
す
。

　

私
が
子
供
の
頃
で
し
た
が
、

あ
ま
り
の
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
先
年

亡
く
な
っ
た
大
石
順
教
尼
は
17

歳
の
時
、
突
如
逆
上
し
た
義
父

に
両
手
を
刃
物
で
切
り
落
と
さ

れ
身
体
障
害
者
と
し
て
苦
労
を

重
ね
ま
し
た
。
義
父
の
最
後

の
面
会
の
時
、
「
そ
ん
な
不
自

由
な
身
体
に
さ
せ
て
悪
か
っ

た
」
と
涙
な
が
ら
に
あ
や
ま
り

り
「
心
配
な
こ
と
が
で
き
た
ら

オ
レ
の
名
を
呼
ん
で
く
れ
」
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。
私
も
思
い

出
す
と
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
柳
家
金
語
楼
と
巡
業
の
旅

に
出
て
い
た
こ
ろ
、
塩
釜
市
の

宿
屋
で
親
鳥
の
カ
ナ
リ
ヤ
が
子

鳥
に
く
ち
ば
し

4

4

4

4

で
餌
を
あ
た
え

て
い
る
の
を
見
て
筆
を
口
に
く

わ
え
て
書
こ
う
と
誓
い
ま
す
。

　

幾
年
月
苦
労
を
重
ね
た
す

え
、
仏
門
に
入
り
文
字
や
短
歌

を
習
い
、
あ
の
よ
う
に
立
派
な

書
画
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
大
石
順
教
尼
の

　

く
ち
に
筆

　
　

と
り
て
書
け
よ
と

　
　
　
　

教
え
た
る

　
　
　

鳥
こ
そ
わ
れ
の

師
に
あ
り
け
れ

と
い
う
口
書
き
の
書
、
私
は
心

が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

合
掌

　

三さ

ん

ぜ世
と
は
、
過か

こ

ぜ

去
世
、
現
世
、

来
世
を
言
う
。
仏
法
は
、
因
果

の
理り

ほ

う法
が
三
世
に
わ
た
っ
て
貫

か
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
過
去
の
業ご

う
い
ん因
が
現
在
の
果

報
を
招
き
、
現
在
の
業
因
が
未

来
の
果
報
を
招
く
と
い
う
因
果

律
が
す
べ
て
の
生
命
に
備
わ
っ

て
い
る
。
今
あ
る
自
分
の
現
状

は
過
去
世
の
業
因
に
よ
り
決
定

づ
け
ら
れ
、
現
世
の
家
族
・
社

会
・
自
然
環
境
な
ど
の
無
数
の

縁
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
業
因
に

よ
り
、
来
世
の
果
報
を
生
ず
る

こ
と
と
な
る
。
仏
法
は
因
果
律

に
貫
か
れ
た
人
間
科
学
で
あ

る
。
以
上
の
三
世
の
因
果
律
に

規
律
さ
れ
た
自
身
の
永
遠
の
生

命
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

釈
し
ゃ
く
そ
ん尊
は
断だ

ん
け
ん見
（
生
命
は
今
世

だ
け
で
終
わ
る
）
と
常

じ
ょ
う
け
ん見
（
人

の
我
と
い
う
固
定
し
た
実
体
が

永
続
し
て
三
世
に
常
住
で
あ

る
）
の
二
つ
の
思
い
込
み
を
辺

見
（
妄も

う
け
ん見
）
と
し
厳
し
く
戒
め

て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
断
見
は
仏
法

の
科
学
性
を
無
視
し
て
お
り
、

常
見
は
ア
ー
ト
マ
ン
（
我
）
を

容
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
無
我
・

空
を
説
く
仏
法
と
は
相
い
れ
な

い
。

　

倶く

し

ゃ

ろ

ん

舎
論
で
は
、
生
命
常
住
の

一
分
の
理
と
し
て
人
が
誕
生
し

て
、
次
の
誕
生
ま
で
の
過
程

を
4
種
類
に
分
類
し
て
お
り
、

生し
ょ
う
う有
・
本ほ

ん

う有
・
死し

う有
・
中ち

ゅ
う
う有
の

四し

う有
を
説
い
て
い
る
。
特
に
中

有
、
死
後
、
次
の
誕
生
ま
で
の

過
程
は
大
変
興
味
深
い
。
四
有

そ
れ
ぞ
れ
が
所し

ょ
え
ん縁
に
動
か
さ

れ
、
苦
楽
を
実
感
し
な
が
ら
永

遠
に
続
い
て
い
る
。
無
我
で
あ

り
永
遠
の
流
転
を
繰
り
返
す
我

が
身
に
対
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
「
こ
れ
か
ら
」
の
生
き
方

が
「
こ
れ
ま
で
」
の
人
生
の
意

味
を
も
決
め
る
。
過
去
に
囚
わ

れ
な
い
、
過
去
の
意
味
さ
え
も

変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

実
は
、
過
去
の
す
べ
て
が
お
宝

だ
っ
た
ん
だ
!!

　

若
竹
会
よ
り
誕
生
祝
に
保
湿

テ
ィ
ッ
シ
ュ
5
箱
と
、
絵
手
紙

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

絵
手
紙
は
若
竹
会
の
サ
ロ
ン

で
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
お
い

し
そ
う
な
枇
杷
の
絵
に
「
今
が

旬
だ
よ
」
と
の
言
葉
が
添
え
て

あ
り
ま
し
た
。

　

元
気
に
長
生
き
し
て
、
誕
生

祝
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
6
月
生
ま
れ
、
亥
年
の

72
歳
で
す
。

校区・単位クラブ活動

わ
れ
以
外
は

み
な
わ
が
師
な
り

飯
村
校
区

第
二
飯
寿
会

西
川　

文
子

三
世
の
生
死

（
永
遠
の
生
命
）

松
山
校
区

中
松
山
町
睦
ク
ラ
ブ

堀
内　

三
朗

岩田校区

楽
し
み
な
誕
生
祝

平
岡
区
老
人
ク
ラ
ブ
若
竹
会伊

達　

朝
美

大
清
水
「
さ
さ
え
合
い
の
会
」
活
動
の

こ
の
1
年
を
ふ
り
返
っ
て

第
一
豊
松
会　

小
嶋　

義
雄

大清水校区平成30年11月 シバザクラ・フイリヤブランの植込み

令和元年 みんなで植え込んだ
シバザクラが一面に咲きました
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
り
口
の

桜
の
老
木
割
れ
目
の
穴
で

松
の
早
苗
を
育
ん
で
お
る

今
年
も
満
開
の
花
を
咲
か
せ
た

我
も
負
け
ず
に
頑
張
る
ぞ

　

仁
連
木
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
出
来
事
。

　

大
変
だ
、
桜
に
松
が
生
え
て

き
た
ぞ
。
だ
れ
か
が
言
っ
た
ら
、

い
っ
ぺ
ん
に
セ
ン
タ
ー
に
通
う
ご

老
人
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
に
な
り
ま

し
た
。
出
入
り
の
た
び
に
眺
め
て

は
、
成
長
を
見
守
っ
た
り
、
写
真

を
撮
っ
た
り
大
変
で
す
。
お
か
げ

で
こ
こ
に
来
る
楽
し
み
が
ま
た
ひ

と
つ
増
え
ま
し
た
。

　

私
も
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
卓
球
を

始
め
て
3
年
に
な
り
ま
す
。
最
初

は
ラ
ケ
ッ
ト
に
ま
と
も
に
玉
が
当

た
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
で
も
、

今
で
は
お
も
し
ろ
く
、
毎
日
が
楽

し
み
で
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
穂
の
国
・
豊

橋
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
て
今

年
で
8
年
に
な
り
ま
す
。
岩
田
の

運
動
公
園
で
週
に
1
、
2
回
10
キ

ロ
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
ま
す
。
年

と
と
も
に
だ
ん
だ
ん
え
ら
く
な
り

ま
す
が
、
今
年
は
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。
で
も
、
ま

だ
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
に
な
る
ま
で
は

頑
張
り
た
い
。
今
年
で
8
回
目
の

亥
年
の
男
。
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。

西
郷
局
（
徳
川
秀
忠
生
母
）

　

実
名
は
昌
子
、
愛
子
、
丁
子
、

お
愛
と
も
呼
ば
れ
、
母
は
西
郷
正

勝
の
娘
、
父
は
戸
塚
忠
春
（
天
文

23
年
戦
死
）
、
母
は
お
愛
を
つ
れ

て
服
部
正
尚
に
再さ

い

か嫁
、
正
尚
も
死

別
し
た
の
で
営
中
に
召
さ
れ
た
。

服
部
家
で
成
人
し
た
お
愛
は
、
母

方
の
祖
父
の
孫
、
西
郷
義
勝
と
結

婚
、
一
男
一
女
を
生
み
元
亀
2

年
、
竹
広
表
の
戦
い
で
夫
義
勝
が

戦
死
、
伯
父
清
員
の
養
女
と
し
て

浜
松
城
に
上
り
、
家
康
の
側
室
と

な
り
西
郷
局
と
改
め
、
天
正
7
年

4
月
、
秀
忠
、
翌
年
9
月
に
は
忠

吉
（
尾
張
清
洲
52
万
石
）
を
生
ん

だ
。
秀
忠
は
慶
長
10
年
2
代
将
軍

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
西
郷
家
は

将
軍
家
の
外
戚
と
し
て
元
和
6

年
、
正ま

さ
か
ず員
が
1
万
石
の
大
名
に
列

せ
ら
れ
、
正

し
ょ
う
じ
ゅ
う
じ

宗
寺
も
そ
の
表
門
に

三
葉
葵
の
使
用
を
許
さ
れ
寺じ

り
ょ
う領

36

石
を
拝
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

西
郷
局
は
家
康
の
京
都
滞
在
中
に

駿
府
城
で
没
し
（
38
歳
）
竜
泉
寺

に
葬
ら
れ
、
寛
永
5
年
従
一
位
を

贈
ら
れ
た
。
西
郷
局
の
孫
、
和
子

は
後ご

み
ず
の
お

水
尾
天
皇
の
中
宮
東と

う
ふ
く
も
ん
い
ん

福
門
院

和
子
と
な
り
ま
し
た
。

西
郷
家
の
正
宗
寺
帰
依
と

法
蓮
寺
創
建

　

法
蓮
寺
は
文
明
年
間
（
１
４
６

９
～
1
4
8
6
）
、
本
興
寺
5
世

の
日に

っ
せ
ん暹
の
開か

い

き基
に
よ
っ
て
西
郷
氏

が
中
山
に
建
て
た
寺
院
で
あ
る
。

41
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職
し
た
。

法
蓮
寺
は
、
西
郷
氏
の
関
東
移
封

と
と
も
に
廃
寺
と
な
る
。
そ
の
後

江
戸
日
暮
里
に
移
し
て
法
光
寺
と

改
名
し
現
在
も
同
地
に
あ
る
。
西

郷
氏
は
関
東
に
進
出
後
、
宗
旨
を

日
蓮
宗
に
一
本
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
近
江
西
郷
氏
元
禄
11
年
か
ら

幕
末
ま
で
い
た
。
浅
井
郡
5
カ
所
、

甲
賀
郡
6
カ
所
、
合
計
11
カ
所
を

甲
賀
郡
の
伊
佐
野
に
現
地
支
配
の

知
行
所
を
置
い
て
統
治
し
た
。

　

嵩
山
の
大
念
仏
（
夜
念
仏
）
は
、

江
戸
時
代
の
前
期
（
享
保
）
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
三
河
の
大
念
仏
は
遠
州
大
念
仏

の
な
が
れ
を
組
ん
で
い
ま
す
。
徳

川
家
康
が
三
方
ヶ
原
の
合
戦
で
多

く
の
戦
死
者
が
で
た
た
め
、
そ
の

霊
魂
を
鎮
め
る
た
め
に
大
念
仏
を

踊
る
よ
う
に
命
令
し
、
無
縁
仏
を

供
養
し
合
わ
せ
て
豊
作
を
祈
念
し

た
も
の
で
、
現
世
の
安
穏
を
祈
る

と
い
う
現
実
的
な
信
仰
と
し
て
多

く
民
衆
の
間
に
広
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。
嵩
山
の
大
念
仏
は
、
⒈
打

込
み
、
⒉
念
仏
、
⒊
和
讃
、
⒋
宝

歌
、
⒌
ね
り
と
せ
め
、
⒍
大
踊
り
、

⒎
さ
さ
ら
踊
り
の
7
種
目
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正

時
代
中
期
ま
で
は
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
に
な
っ
て

か
ら
は
、
戦
争
等
で
中
断
と
復
活

の
繰
り
返
し
で
し
た
。

　

平
成
18
年
に
豊
橋
市
か
ら
市
制

1
0
0
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業

と
し
て
校
区
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
よ
う
に
と
通
達

が
あ
り
、
当
時
の
自
治
会
と
大
念

仏
体
験
者
が
中
心
に
平
成
19
年
に

大
念
仏
を
復
活
す
る
こ
と
に
な
り

嵩
山
小
学
校
・
校
庭
で
の
公
演

会
、
校
区
文
化
祭
で
子
供
の
太
鼓

の
披
露
を
一
年
交
代
で
行
い
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
念
仏
保
存
会
の
活

動
に
、
平
成
29
年
に
〈
教
養
を
た

か
め
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
〉
の
項
目
で
豊
橋
の
愛
市
憲
章

実
践
者
と
し
て
、
平
成
30
年
に
は
、

豊
橋
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
〈
地
域
文

化
振
興
活
動
功
労
賞
〉
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
郷

土
芸
能
で
あ
る
大
念
仏
を
次
世
代

に
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

校
門
を
入
る
と
き
の
規
則

　

小
学
校
で
校
門
を
入
る
と
き

は
、
す
ぐ
左
の
築
山
に
あ
る
忠
魂

碑
（
戦
死
者
の
名
前
を
刻
ん
だ
碑
）

と
、
少
し
離
れ
た
右
手
に
あ
る
奉

安
殿
に
向
か
っ
て
最
敬
礼
（
深
々

と
頭
を
下
げ
る
）
し
て
か
ら
登
校

す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
登
校
時
は
奉
安
殿
、
忠
魂
碑

の
順
、
下
校
時
は
忠
魂
碑
、
奉
安

殿
の
順
と
思
い
ま
す
が
、
逆
だ
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

薪
を
背
負
い
な
が
ら
読
書
を
し

て
い
る
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
が
玄

関
脇
に
あ
り
ま
し
た
が
、
頭
を
下

げ
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
芝

刈
り
縄
な
い
草
鞋
を
作
り
…
兄
弟

仲
良
く
孝
行
つ
く
す
手
本
は
二
宮

金
次
郎
」
と
断
片
的
な
が
ら
歌
を

覚
え
て
い
ま
す
の
で
何
ら
か
の
教

育
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

銅
像
は
兵
器
の
原
料
と
し
て
供
出

さ
れ
石
像
に
変
わ
り
ま
し
た
。
お

寺
の
釣
り
鐘
も
供
出
さ
れ
兵
器
に

な
り
ま
し
た
。

　

奉
安
殿
と
は
、
両
陛
下
の
写
真

と
教
育
勅
語
を
安
置
し
て
お
く
建

物
で
、
当
時
で
は
珍
し
い
耐
火
建

築
で
し
た
。
各
校
に
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
写
真
（
御
真
影
と
言
わ
れ

て
い
た
）
が
下
付
さ
れ
て
い
て
、

四
大
節
の
式
典
に
は
両
陛
下
の
写

真
を
飾
り
教
育
勅
語
を
読
む
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

火
事
で
御
真
影
を
焼
い
て
し
ま
っ

た
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
小
説
家

久
米
正
雄
の
お
父
さ
ん
が
校
長
先

生
で
、
責
任
を
取
っ
て
自
殺
し
ま

し
た
。
そ
の
経
緯
は
知
り
ま
せ
ん

が
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
再
び
起

こ
っ
て
は
い
け
な
い
と
、
日
本
中

の
各
校
に
耐
火
構
造
の
奉
安
殿
が

作
ら
れ
た
の
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

　

平
成
時
代
の
最
終
の
4
月
、
1

泊
の
同
級
会
に
参
加
し
た
。
伊
豆

湯
ヶ
島
温
泉
『
落
合
楼
村
上
』
に

入
宿
し
、
休
憩
後
、
昭
和
の
初
め

か
ら
多
く
の
文ぶ

ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

人
墨
客
を
招
い
て

愛
さ
れ
た
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
の
旅
館
の
成
り
立
ち
と
美
し
い

庭
園
の
説
明
を
受
け
て
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
納
得
し
た
。
宴
会
は
紫

檀
の
大
柱
の
大
広
間
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
大
柱
は
屋
久
島
か
ら
運

ば
れ
、
ま
た
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄

せ
た
波
入
り
の
大
ガ
ラ
ス
窓
を

透
か
し
て
見
る
日
本
建
築
の
粋
を

堪
能
で
き
る
。
障
子
は
細
い
竹
材

の
組
子
細
工
で
組
ま
れ
た
模
様
入

り
、
各
所
に
置
か
れ
た
置
物
も
由

緒
あ
る
物
ば
か
り
。

　

山
岡
鉄

て
っ
し
ゅ
う

舟
が
本ほ

ん
た
に
か
わ

谷
川
と
猫ね

っ
こ
が
わ

越
川

が
交
差
し
て
狩か

の野
川が

わ

に
な
る
景
観

を
落
合
楼
と
改
称
し
た
由
、
若
山

牧
水
が
逗
留
し
て
「
う
す
べ
に
は

葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て
咲

か
む
と
す
な
り
山
桜
花
」
と
詠
み
、

川
端
康
成
が
「
伊
豆
の
踊
子
」
を

執
筆
し
て
い
る
。
井
上
靖
、
北
原

白
秋
、
室
生
犀
星
、
与
謝
野
晶
子
、

林
芙
美
子
も
愛
用
し
映
画
の
撮
影

も
行
わ
れ
た
そ
う
だ
。
今
で
も
宿

泊
料
は
高
額
だ
が
、
当
時
川
端
康

成
は
最
初
近
所
の
安
宿
に
泊
ま
り

昼
間
の
み
使
用
し
て
い
た
が
、
後

ほ
ど
出
世
払
い
と
い
う
扱
い
で
滞

在
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

め
ず
ら
し
い
こ
と
は
前
筆
の
川

が
交
差
し
た
こ
と
だ
が
、
川
の
両

側
に
客
室
が
あ
り
、
そ
の
間
の
渡

り
廊
下
と
い
っ
て
も
立
派
な
広
い

通
路
の
建
物
だ
が
、
合
流
す
る
Ｙ

字
形
の
自
然
の
流
れ
が
見
え
る
の

だ
。
今
ど
き
、
川
の
上
に
建
物
等

を
建
築
す
る
な
ど
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
当
時
は
許
さ
れ
た

よ
う
で
、
こ
ん
な
め
ず
ら
し
い
温

泉
旅
館
に
泊
ま
っ
た
こ
と
は
一
つ

自
慢
し
た
い
よ
う
な
気
持
ち
だ
。

高
齢
に
な
っ
て
も
旅
行
に
参
加
で

き
る
こ
と
の
幸
せ
に
感
謝
し
て
い

る
。

　

仁
連
木
町
に
あ
る
大
口
公
園
付

近
一
帯
は
、
昔
は
仁
連
木
城
で
し

た
。
現
在
、
大
口
公
園
と
な
っ
て

い
る
所
は
本
丸
跡
で
す
。
仁
連
木

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
所
は

二
の
丸
跡
で
す
。
大
口
公
園
で
は

梅
が
今
を
盛
り
と
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

私
は
仁
連
木
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
ほ
と
ん
ど
毎
日
通
っ
て
い

ま
す
。
花
好
き
の
私
は
朝
早
く
着

い
た
と
き
は
大
口
公
園
で
花
を
見

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ど
の
花
も
日
々
そ
の
姿
が
変
化
し

て
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
1
日
の
始
ま
り
に
感
謝
で
す
。

　

仁
連
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
や
カ
ラ

オ
ケ
教
室
、
ま
た
吹
矢
等
の
練
習

で
仲
間
と
楽
し
く
元
気
に
や
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
仲
間
は
そ
れ
ぞ

れ
に
、
大
口
公
園
の
梅
の
花
の
よ

う
に
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。

老
い
た
っ
て

　
　
　

み
ん
な
そ
ろ
っ
て花

と
な
る

遠
き
日
の

　
　
　

想
い
を
醸
し
て

梅
薫
る

西
郷
余
話

西
郷
校
区

中
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
若
葉
会

白
井　

孝
昌

由
緒
あ
る
旅
館

花
田
校
区

西
羽
田
町
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ

羽
田　

光
江

老
木
な
が
ら

元
気
な
桜

東
田
校
区

東
雲
町
老
人
ク
ラ
ブ
和
友
会

伊
藤　

重
昭

嵩
山
・

大
念
仏
に
つ
い
て

嵩
山
校
区

東
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

坂
本　

明
大

戦
争
に
ま
つ
わ
る

私
の
体
験
（
抄
）
10

二
川
南
校
区

二
川
南
町
寿
会山

本　

民
男

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

花
と
な
る

東
田
校
区

東
雲
町
老
人
ク
ラ
ブ
和
友
会

菅
沼　

一
太
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小
学
校
の
恩
師
か
ら
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。「
年
賀
状
が
来
な
か
っ

た
か
ら
、
ど
う
か
し
た
か
と
心
配

し
た
よ
」
。
小
学
6
年
生
か
ら
欠

か
さ
ず
続
け
て
き
た
の
に
、
自
分

で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
先
生

に
ご
心
配
か
け
た
こ
と
を
本
当
に

申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。
あ
と

で
2
枚
の
書
き
損
じ
は
が
き
が
見

つ
か
り
、
何
か
が
あ
っ
て
送
っ
た

も
の
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
無
口

な
子
供
で
、
6
年
生
に
な
っ
た
時

に
、
先
生
が
黒
板
に
大
き
な
字
で

「
無
口
」
と
書
い
て
、
「
無
口
は
だ

め
だ
！
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
小
学
生
だ
っ
た
の
で
、
素

直
に
（
先
生
が
言
っ
て
る
か
ら
、

そ
う
し
よ
う
）
と
心
に
決
め
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
手
を
挙

げ
て
発
言
し
た
り
、
お
友
達
に
話

し
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
笑

う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
カ
ギ
っ
子
だ
っ
た
の
で
、

何
だ
か
ん
だ
と
先
生
に
甘
え
て
、

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
他
に

も
2
～
3
人
い
つ
も
先
生
の
机
を

囲
ん
で
、
日
常
生
活
の
よ
も
や

ま
話
を
ゲ
タ
ゲ
タ
笑
い
な
が
ら
、

時
々
先
生
の
お
仕
事
の
邪
魔
を
気

遣
っ
た
り
し
て
…
…
。
「
仕
方
が

な
い
な
あ
1
回
だ
け
だ
ぞ
」
（
先

生
は
「
こ
れ
を
や
っ
た
ら
帰
る
ん

だ
ぞ
」
と
言
う
け
ど
、
お
ま
け
に

2
回
は
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
）
。
そ
の
時
の
先
生
は
、
本
物

の
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
し
た
。

　

私
は
先
生
み
た
い
な
先
生
に
な

り
た
い
と
将
来
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
入
学
の
時
も
、
就
職
の
時
も

家
族
の
次
に
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
、
平
均
年
齢
傘
寿
を

過
ぎ
た
北
山
町
「
若
葉
会
」
の
会

員
で
す
。
私
た
ち
も
老
化
防
止
の

た
め
、
新
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
等
、

週
1
回
稽
古
に
励
ん
で
い
る
有
志

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
施
設
等

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
慰
問
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

演
題
は
3
部
構
成
で
、
カ
ラ
オ

ケ
と
新
舞
踊
の
ペ
ア
と
、
歌
謡
劇

場
は
曲
に
合
わ
せ
て
衣
装
を
着

て
、
ソ
ロ
ま
た
は
デ
ュ
エ
ッ
ト
で

演
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
催
し
を
撮
影
し

た
自
作
ビ
デ
オ
映
写
で
、
合
計
1

時
間
程
度
の
慰
問
で
す
。
素
人
は

素
人
な
り
の
良
さ
が
あ
り
、
入
所

者
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

あ
る
施
設
に
慰
問
に
伺
っ
た
と

き
、
「
壺
坂
情
話
」
の
歌
謡
劇
場

の
終
了
後
、
一
番
前
で
熱
心
に
聴

い
て
い
た
入
所
者
3
人
が
、
感
動

で
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
は
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
来
て
く
だ
さ
い
と
握
手
を

求
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私

た
ち
が
最
も
感
動
し
た
ひ
と
時
で

し
た
。

　

そ
の
時
感
じ
た
こ
と
は
、
施
設

に
入
所
し
て
集
団
生
活
の
中
で
、

身
の
回
り
の
お
世
話
は
何
で
も
手

を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
け
る
身
で

あ
っ
て
も
、
入
所
者
一
人
ひ
と
り

の
心
は
、
家
族
と
離
れ
一
抹
の
寂

し
さ
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
、
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い

で
し
た
。
以
降
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

老
・
老
慰
問
で
す
が
、
入
所
者

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

こ
の
先
、
私
た
ち
も
老
化
防
止
の

た
め
稽
古
に
励
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
慰
問
は
続
け
た
い
と
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

先
日
、
私
は
N
H
K
の
B
S
テ

レ
ビ
で
「
私
は
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
」
と
い
う
題
名
の
番
組
を
見

た
。
意
図
し
て
見
た
わ
け
で
は
な

く
、
偶
然
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
た

ら
や
っ
て
い
た
の
だ
。
副
タ
イ
ト

ル
は
、
「
～
希
望
の
響
き　

世
界

初
の
コ
ン
ク
ー
ル
～
」
。

　

日
本
人
が
企
画
し
、
日
本
で
開

か
れ
た
大
会
だ
。
両
手
が
健
在
な

人
が
、
左
手
だ
け
で
弾
く
の
で
は

な
い
。
右
手
に
何
ら
か
の
障
害
が

あ
る
人
が
、
左
手
だ
け
で
ピ
ア
ノ

を
弾
く
の
だ
。
出
場
者
は
、
外
国

人
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
多
く
は

日
本
人
で
あ
っ
た
。

　

番
組
は
、
大
会
の
様
子
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
出
場
者
一
人
ひ

と
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
な
ぜ

こ
の
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
し
た

か
、
右
手
が
不
自
由
に
な
っ
た
理

由
、
そ
の
時
の
心
情
、
家
族
の
気

持
ち
、
練
習
方
法
な
ど
、
現
地
に

行
っ
て
の
多
方
面
の
取
材
を
元
に

構
成
さ
れ
て
い
た
。
参
加
者
一
人

ひ
と
り
の
、
こ
の
大
会
に
か
け
る

思
い
や
願
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
、
左
手
だ
け
で
弾
く
曲
の
素
晴

ら
し
さ
、
表
情
豊
か
に
演
奏
す
る

姿
に
感
動
す
ら
覚
え
た
。

　

大
会
後
の
参
加
者
の
弁
は
、「
左

手
だ
け
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
て
も
ら
え
れ
ば
」
「
一
人
で
は

な
い
。
仲
間
が
い
る
」
「
聞
い
て

も
ら
え
る
人
が
い
る
」
「
つ
ら
い

の
は
、
ぼ
く
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
な

ど
、
や
り
と
げ
た
満
足
感
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
番
組
の
ナ
レ
ー
タ
ー

は
言
っ
て
い
た
。
「
絶
望
に
立
ち

向
か
い
、
そ
れ
を
切
り
開
い
た
コ

ン
ク
ー
ル
」
「
生
き
る
喜
び
を
与

え
、
生
き
て
い
れ
ば
何
か
希
望
が

持
て
る
」
と
。
私
は
久
し
ぶ
り
に

気
持
ち
の
良
い
番
組
を
見
て
、
心

さ
わ
や
か
に
な
っ
た
。

　

昭
和
、
平
成
時
代
の
多
く
の
思

い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
過
ぎ
去

り
令
和
の
時
代
を
迎
え
た
。

　

人
生
を
振
り
返
る
と
、
徳
川
家

康
公
の
遺
訓
「
人
の
一
生
は
重
荷

を
負
う
て
遠
き
道
を
行
く
が
如

し
」
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

自
分
も
人
並
み
に
労
苦
を
味
わ
い

山
谷
を
歩
み
続
け
て
き
た
よ
う
に

思
う
。

　

私
が
現
役
時
代
に
勤
め
た
会
社

の
社
長
は
一
代
で
大
企
業
に
し
た

大
社
長
で
あ
っ
た
が
、
創
業
当
時

は
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
と
聞

く
。
社
長
は
「
難
有
り
、
有
難
し
」

を
社
訓
と
し
て
社
員
に
、
あ
ら
ゆ

る
業
務
は
順
調
に
い
く
も
の
は
少

な
く
、
多
く
は
失
敗
や
試
行
を
積

み
重
ね
、
高
い
壁
を
乗
り
越
え
て

初
め
て
成
功
す
る
も
の
で
、
難
ほ

ど
有
り
難
い
も
の
は
な
い
と
説
教

さ
れ
た
。
確
か
に
甘
い
考
え
で
取

り
組
め
ば
心
身
を
弱
く
し
技
術
力

も
経
営
体
質
の
向
上
も
図
れ
な
い

と
い
う
意
味
が
よ
く
分
か
り
貴
重

な
教
え
を
受
け
た
。

　

私
は
現
役
時
、
妻
の
助
け
が
あ

り
栄
転
の
チ
ャ
ン
ス
も
返
上
し
11

年
間
両
親
の
自
宅
介
護
に
専
念
し

た
。
そ
の
後
も
相
続
問
題
が
長
引

き
、
終
結
す
る
ま
で
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
極
限
の
状
態
が
続
い

た
が
、
そ
の
間
「
難
有
り
、
有
難

し
」
を
口
ず
さ
み
耐
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
お
か
げ
で
介
護
や

法
律
の
こ
と
が
身
に
つ
き
、
忍
耐

強
い
性
格
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
て
い
る
。

　

最
近
は
加
齢
で
体
力
や
五
感
が

衰
え
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

も
難
と
思
え
ば
若
い
と
き
よ
り
も

生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
、
健
康
管

理
に
努
め
て
い
る
。

　

い
つ
ま
で
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
が
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
農
作

業
、
趣
味
の
ダ
ン
ス
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。

難
有
り
、
有
難
し

飯
村
校
区

東
山
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
Ⅱ

中
村　

北
磨

か
け
が
え
の
な
い

恩
師

松
山
校
区

中
松
山
町
睦
ク
ラ
ブ

堀
内　

陽
子

老
・
老
慰
問
を

試
み
て

栄
校
区

北
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
若
葉
会

鎌
子　

千
重

私
は
左
手
の

ピ
ア
ニ
ス
ト

津
田
校
区

西
日
進
会

笹
野　
　

壽
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私
も
い
つ
の
間
に
か
正
真
正
銘

の
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
。

東
田
校
区
の
自
治
会
を
卒
業
し
、

こ
れ
で
ホ
ッ
と
で
き
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
東
田
校
区
老

人
ク
ラ
ブ
の
お
役
が
降
っ
て
湧
い

て
、
ど
う
し
て
指
名
さ
れ
た
の
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
と
う
と
う

会
長
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

前
会
長
さ
ん
か
ら
一
通
り
の
引

き
継
ぎ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
果
た

し
て
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
か
ど

う
か
と
て
も
心
配
で
す
。
ど
こ
に

も
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
東
田
校

区
も
高
齢
者
が
多
い
。
こ
う
し
た

仲
間
が
毎
回
、
楽
し
く
過
ご
せ
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
第
1
回
の
理
事
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
雰
囲
気

を
味
わ
い
な
が
ら
気
が
つ
い
た
の

は
、
淡
々
と
議
事
が
進
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。
諸
先
輩
た
ち
、
市
当

局
の
お
か
げ
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
物
足
り
な
い
感

じ
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
最
大
の
テ
ー
マ
「
会

員
の
高
齢
化
」
と
「
会
員
の
減
少
」

を
説
明
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ

は
難
儀
だ
と
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。
元
気
な
人
ほ
ど
会
に
入
り
た

が
ら
な
い
。
入
っ
て
も
あ
ま
り
楽

し
く
な
い
な
ど
永
遠
の
テ
ー
マ
か

と
思
い
ま
す
。

　

何
か
と
せ
っ
か
ち
に
勝
手
な
こ

と
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

一
方
で
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
は
「
老
人
パ
ワ
ー
」
の
時
代
。

こ
れ
を
「
元
気
印
」
に
若
い
人
た

ち
と
一
緒
に
、
特
に
男
女
の
バ
ラ

ン
ス
を
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

「
お
役
」
に
務
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
日
月
に
ブ
ラ
ン
コ
を
懸
け
た

い
ね
。
幼
子
の
よ
う
な
2
人
。
夜

空
の
三
日
月
を
見
上
げ
な
が
ら
、

太
郎
は
花
子
に
言
い
ま
し
た
。

大
き
な
梯
子
が
要
る
ね
と
花
子
。

夜
鷹
に
運
ん
で
も
ら
っ
た
ら
梯
子

は
無
く
て
い
い
と
太
郎
。
帰
り
は

ど
う
す
る
。

大
き
な
こ
う
も
り
傘
に
捕
ま
っ
て

降
り
て
く
る
。

鳥
達
に
月
ま
で
運
ん
で
と
頼
ん
で

く
る
。

神
社
お
寺
の
鳩
が
花
子
の
肩
や
頭

に
止
ま
る
。
惹
き
つ
け
る
何
か
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

太
郎
は
骨
董
屋
で
不
思
議
な
力
を

持
つ
蝙
蝠
傘
と
暖
房
付
き
の
絨
毯

を
手
に
し
た
。
夜
空
は
寒
い
。

太
郎
は
花
子
の
唇
を
心
で
溶
か
し

た
い
と
、
秘
か
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

捨
て
猫
の
集
団
が
夜
空
を
飛

ぶ
。
不
憫
な
猫
達
だ
と
太
郎
。
寂

し
が
っ
て
い
る
わ
と
花
子
。

太
郎
が
こ
う
も
り
傘
を
、
猫
達
に

向
か
っ
て
振
り
ま
し
た
。
猫
達
は

白
い
猫
に
変
わ
っ
て
、
地
上
に
降

り
て
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
大
丈

夫
飼
い
主
達
を
楽
し
ま
せ
る
猫
に

な
り
、
可
愛
が
ら
れ
る
か
ら
。
白

猫
の
ま
ま
？　

好
き
な
色
に
変

わ
っ
て
行
く
よ
。

　

三
日
月
に
着
く
と
花
子
は
ピ
ン

ク
の
口
紅
で
月
を
塗
り
、
太
郎
は

黄
色
い
色
で
愛
し
て
い
る
と
書
い

た
。
太
郎
は
花
子
を
抱
き
し
め
て

キ
ス
を
し
た
。
唇
が
溶
け
て
し
ま

い
そ
う
な
甘
い
キ
ス
。

花
子
の
眼
か
ら
涙
が
。
私
良
い
奥

さ
ん
に
な
る
わ
と
そ
っ
と
呟
き
ま

し
た
。

　

パ
パ
月
に
人
が
座
っ
て
い
る

よ
。
と
小
1
の
男
の
子
。
ブ
ラ
ン

コ
も
あ
る
よ
。
パ
パ
が
望
遠
鏡
を

覗
く
。
い
つ
も
の
月
。
損
得
勘
定

の
強
い
大
人
に
は
観
え
な
い
の
で

す
。

■
小
沢
校
区
　
第
二
寿
会

主ぬ
し

を
待
つ
待
合
室
の
忘
れ
傘が

さ

本
馬　

孝
子

■
津
田
校
区
　
西
日
進
会

巣
立
つ
子
を
見
送
る
母
や
無
人
駅

笹
野　
　

壽

■
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

草
取
や
わ
ず
か
の
涼
風
こ
こ
ち
よ
く

河
合　

昭
子

■
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

寒
椿
生
き
る
力
と
赤
き
咲
き

小
椋
か
つ
子

■
岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

老
い
た
な
と
気
持
と
体
ス
ト
ー
ブ
へ

加
藤
カ
ツ
エ

春は
る

疾は
や
て風

斜
め
に
迅
し
鳩
一
団

千
賀　

芳
彦

■
大
清
水
校
区

　
大
清
水
老
人
ク
ラ
ブ
虹
の
会

貝か

い

よ

せ

寄
風
や
船
ま
な
か
ひ
の
露
天
の
湯

水
野　

せ
つ

■
大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

い
つ
の
ま
に
つ
く
し
芽
を
出
す
通
学
路

坂
神　

克
子

春
風
と
共
に
﹁
令
和
﹂
も
花
開
き

鈴
木　

正
子

■
大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

園
児
ら
と
花
び
ら
浴
び
る
阿
弥
陀
さ
ま

藤
村　

元
司

川
上
に
子
ら
の
声
観
る
蛍
狩
り彦

坂　
　

登

■
栄
校
区
　
大
空
会

夏
み
か
ん
冬
の
光
集
め
て
る

小
山　

正
博

■
飯
村
校
区
　
第
二
飯
寿
会

岩
風
呂
の
湯
気
に
分
け
入
る
朧
お
ぼ
ろ

か
な

廣
中　

雅
子

乗
り
継
ぎ
の
温
泉
の
里
や
芽
吹
き
時

佐
野　

栄
子

■
豊
校
区
　
西
岩
田
親
睦
ク
ラ
ブ

通
学
の
列
か
ら
後
れ
ゐ
た
る
子
が

　

六
年
と
な
り
先
立
ち
て
過
ぐ金

田　

英
子

■
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

孫
達
よ
翼
を
広
げ
て
旅
立
ち
て

　

親
元
離
れ
一
人
住
ま
い
か

小
椋
か
つ
子

■
岩
田
校
区
　

　
北
岩
田
三
区
福
寿
会

旧
小
学
校
の
脇
に
建
て
ら
れ
し
資
料
館

　

映
画
に
撮
ら
れ
し
過
ぎ
し
日
思
う

藤
田
ひ
な
子

﹁
ご
飯
よ
ー
﹂と
二
歳
の
孫
が
呼
び
に
く
る

　

無
邪
気
な
声
に
優
し
く
な
れ
る

神
藤
ふ
さ
代

山
峽
の
父ち
ち
は
は母

の
墓
に
来
て
み
れ
ば

　

山
百
合
一
輪
わ
れ
を
迎
え
り伊

藤
み
つ
よ

令
和
初
日
市
が
お
祝
い
の
花
火
あ
ぐ

　

夜
空
を
見
上
げ
て
心
と
き
め
く

城　
　

憲
男

青
空
の
公
園
で
酒
に
花
に
酔
う

　

翁
賑
わ
う
寒
き
花
見
に

大
野　

興
子

■
津
田
校
区
　
西
日
進
会

築つ
き
や
ま山

や
若
葉
に
映は

ゆ
る
牡ぼ

た
ん
ば
な

丹
花

　

紅
を
滲に
じ

ま
す
五さ

み

だ

れ

月
雨
も
よ
し笹

野　

君
夫

■
津
田
校
区
　
粲
栄
会

わ
が
庭
の
●ど
く
だ
み菜

白
き
花
盛
り

　

薬
草
つ
く
れ
ば
両
手
に
に
ほ
ふ

中
島
タ
エ
子

■
幸
校
区
　
南
松
原
寿
会

兄
弟
が
我
家
に
泊
り
枕
並
べ

　

思
い
出
話
に
笑
顔
が
舞
う

伊
藤
富
士
子

ひ
そ
や
か
に
山
路
に
咲
く
や
ホ
ト
ト
ギ
ス

　

寂
し
か
ら
ず
や
囀
り
も
せ
ず金

子　

浩
吉

ア
ネ
モ
ネ
は
三
十
セ
ン
チ
の
鉢
の
中

　

切
っ
て
も
切
っ
て
も
三
十
本
の
花

大
橋　

睦
子

■
幸
校
区
　
牧
野
町
長
寿
会

紫
陽
花
の
花
よ
り
多
い
仐か
さ

の
花

　

令
和
令
和
で
人
は
賑
い

「
改
元
直
前
の
渋
谷
の
交
差
点
の
様
子
」

宮
田　

建
夫

■
吉
田
方
校
区
　
三
ツ
相
町
老
人
ク
ラ
ブ

病
い
得
て
心
細
き
に
看
護
師
の

　

そ
の
ほ
ほ
え
み
に
す
が
り
つ
き
た
し

中
河　

廸
子

■
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

吾
の
耳
も
電
話
器
も
壊
れ
聞
へ
く
る

　

声
は
幼
き
頃
の
糸
電
話

大
木　

篤
子

気
を
病
み
て
車
を
下
り
て
墓
参
す
る

　

線
香
の
煙
深
く
眼
に
沁
む

横
山　

宜
世

県
・
市
議
も
投
票
す
ま
せ
家
族
よ
り

　

揶
揄
さ
れ
ゐ
た
り
年
よ
り
の
義
理

丸
山
二
三
四

春
の
風
が
も
っ
と
外
へ
と
我
を
呼
ぶ

　

庭
に
出
ず
れ
ば
雑
草
数
多

杢
野　

文
枝

人
生
を
し
っ
か
り
歩
み
九こ
こ
の
そ
じ

十
路

　

心
安
ま
る
ナ
ツ
メ
ロ
を
聞
く河

合　

昭
子

俳
　
句

短
　
歌

今
日
も
元
気
印

東
田
校
区

親
和
会

丸
地　
　

洸

大
人
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

月
に
ブ
ラ
ン
コ

栄
校
区

大
空
会

小
山　

正
博
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■
吉
田
方
校
区
　
菰
口
町
寿
会

令
和
の
日
お
下
が
り
の
米
撒
く
庭
に

　

す
す
っ
と
近
寄
る
セ
キ
レ
イ
の
番
い

杉
浦
尊
香
子

■
福
岡
校
区
　

　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

身
め
ぐ
り
の
立
ち
日
に
あ
れ
ば
尚
更
に

　

平
和
な
る
春
し
き
り
に
恋
ふ
る

田
中　

槇
子

■
大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

七
十
余
年
生
き
て
迎
え
た
﹁
令
和
﹂
号

Ｒ
ア
ー
ル

に
○マ

ル

打
つ
命
尽
き
る
時

鈴
木　

正
子

■
大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

花
吹
雪
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
と
鬼
ご
っ
こ

　

明
る
く
響
く
令
和
の
朝

藤
村　

元
司

■
飯
村
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
同
好
会

ご
免
な
さ
い
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
訓
練
中

　

あ
と
暫
く
で
マ
ジ
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

長
坂　

一
昭

■
前
芝
校
区
　
と
も
の
会

ホ
ー
ム
よ
り
月
々
届
く
友
の
短
歌

　

机
に
並
び
学
ぶ
心
地
す

松
下　

正
子

■
栄
校
区
　
大
空
会

夢
破
れ
恋
も
破
れ
た
死
の
淵
へ

　

屍
に
咲
き
た
い
花
は

小
山　

正
博

■
小
沢
校
区
　
第
二
寿
会

表
浜
朝
の
ひ
か
り
に
染
め
ら
れ
て

　

釣
人
多
き
波
も
お
だ
や
か

本
馬　

孝
子

■
老
津
校
区
　
老
津
喜
楽
会
短
歌
教
室

ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
聞
こ
え
朝
の
庭

　

空
気
さ
ら
り
と
春
を
告
げ
た
り

石
田　

初
江

ウ
グ
イ
ス
の
不
馴
れ
な
歌
に
ほ
ほ
え
み
て

　

よ
く
来
て
く
れ
た
と
喜
ぶ
媼
お
う
な

鈴
木　

元
恵

狭
い
巣
に
身
を
寄
せ
合
い
て
子
つ
ば
め
も

　

苦
難
を
乗
り
越
え
親
子
で
巣
立
つ

柵
木　

早
苗

よ
ち
よ
ち
の
家
族
と
な
り
し
柴
犬
は

　

﹁
お
せ
ん
﹂
と
呼
ば
れ
柵
に
お
さ
ま
る

三
浦　

松
代

八
十
路
越
え
始
め
て
知
り
し
文
字
数あ
ま
た多

　

未
だ
死
ね
な
い
と
思
う
日
も
あ
り
て

伴　
　

匡
晃

道
端
に
ひ
っ
そ
り
佇
む
無
人
売
場

　

キ
ャ
ベ
ツ
も
茄
子
も
今
で
も
百
円

西
沢
ミ
ヨ
子

去こ

ぞ年
の
夏
海
辺
で
過
し
し
彼
は
い
ま

　

ど
こ
で
ど
う
し
て
暮
し
て
い
る
か

原
田　

玲
子

■
富
士
見
校
区
　
富
士
見
ニ
ュ
ー
レ
イ
ク

新
緑
や
季
節
は
ず
れ
の
小
雪
降
り

　

朝
日
に
照
ら
さ
れ
そ
ろ
っ
た
柿
の
新
芽

早
川　

郁
代

■
牟
呂
・
汐
田
校
区
　
中
村
老
友
会

白
い
花
ピ
ン
ク
の
花
の
百さ
る
す
べ
り

日
紅

　

写
真
撮
っ
て
と
君
が
甘
え
る加

藤　

良
光

■
大
清
水
校
区
　
柳
風
会

晴
れ
着
き
た
笑
顔
の
孫
と
ハ
イ
パ
チ
リ

平
山　

憲
子

傘
寿
過
ぎ
で
も
未
練
あ
り
令
和
の
世

仲
井　

丈
二

■
大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

十
連
休
渋
滞
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
映
え

鈴
木　

正
子

令
和
な
る
五
月
の
空
を
鯉
の
ぼ
り

小
長
谷
あ
い
の

シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し
身
に
つ
く
歳
と
な
る

石
川　

重
行

も
の
言
え
ぬ
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
犬
の
ク
ロ

彦
坂　

昌
代

長
生
き
を
す
る
の
も
今
は
薬
漬
け

鈴
木　

健
三

■
大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

二
人
連
れ
の
れ
ん
の
陰
で
ヨ
ガ
ポ
ー
ズ

藤
村　

元
司

手
と
尻
尾
振
っ
て
な
か
よ
し
僕
と
犬

彦
坂　
　

登

■
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

川
柳
は
頭
脳
き
り
替
ボ
ケ
防
止小

椋
か
つ
子

し
わ
も
増
え
診
察
券
も
ま
た
一
枚

北
井
さ
え
子

■
岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

紅
さ
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
迎
え
待
つ

千
賀　

芳
彦

■
八
町
校
区
　
旭
第
一
寿
会

年
老
い
て
孫
の
手
ほ
ど
き
ス
マ
ホ
か
な

中
島　

俊
矢

■
飯
村
校
区
　
第
二
飯
寿
会

八
十
路
こ
し
平
成
最
後
の
同
窓
会

夏
目
つ
た
み

■
飯
村
校
区
　
東
山
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

口
拭
い
知
ら
ん
振
り
す
る
つ
ま
み
食
い

福
田
ま
つ
お

に
こ
に
こ
が
財
布
の
紐
を
ゆ
る
く
す
る

須
﨑　

洋
子

う
そ
っ
ぽ
い
寡
黙
な
人
が
よ
く
し
ゃ
べ
る

佐
藤　

幸
子

世
渡
り
へ
に
こ
に
こ
顔
を
武
器
に
す
る

日
野　

義
久

鮮
や
か
な
引
き
際
み
せ
る
ア
ス
リ
ー
ト

宮
本
き
よ
み

遅
咲
き
の
花
を
待
っ
て
る
人
も
い
る

坂
口
ひ
な
た

ぜ
い
沢
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
う
花
粉
症

伊
藤
み
ち
子

腰
痛
で
口
慎
ん
だ
ダ
イ
エ
ッ
ト中

川　

弥
生

額
縁
の
夫
黙
っ
て
愚
痴
を
聞
く丸

山　
　

靜

新
元
号
一
人
で
聞
い
た
春
の
宵谷

村　

文
子

乗
車
券
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
恨
め
し
い

井
上
ゆ
き
の

記
憶
な
い
お
惚
け
巧
い
永
田
町中

村　

北
麿

殺
処
分
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
が
去
来
す
る

須
﨑　

東
山

■
福
岡
校
区
　
小
池
元
町
百
寿
会

響
き
良
い
令
和
躍
進
期
待
し
て中

野
芙
美
子

■
栄
校
区
　
大
空
会

愛
は
な
ぜ
深
く
刻
む
か
罪
の
あ
と

小
山　

正
博

■
栄
校
区
　
小
松
町
長
寿
会

お
な
か
の
子
元
号
跨
ぎ
呱
呱
の
声

伊
藤　

信
平

■
二
川
校
区
　
二
川
の
ん
ほ
い
ク
ラ
ブ

ダ
イ
エ
ッ
ト
成
功
次
は
背
が
欲
し
い

三
浦　

常
子

謙
遜
の
習
う
態
度
に
あ
る
深
み河

合　

正
秋

習
い
事
老
人
会
は
花
盛
り

高
橋　

良
子

ど
の
指
も
無
く
て
は
な
ら
ぬ
宝
物

彦
坂　

直
政

欲
の
皮
一
枚
剥
い
で
お
付
き
合
い

砂
田　

治
美

苦
難
越
え
普
通
の
暮
ら
し
身
に
沁
み
る

森　

さ
ち
ゑ

や
が
て
来
る
お
迎
え
待
っ
て
医
者
通
い

夏
目　

敏
子

骨
折
に
め
げ
る
な
妻
よ
や
が
て
春

中
村　
　

信

習
う
よ
り
人
の
や
る
事
見
て
覚
え

白
井　

良
江

七
十
の
手
習
い
孫
に
ほ
め
ら
れ
る

朝
倉　

立
子

手
に
馴
染
む
形
見
の
指
輪
光
り
出
す

小
野
田
節
子

ト
レ
ー
ド
に
名
前
が
あ
が
る
う
ち
が
花

渡
邊
眞
理
奈

■
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

打
水
に
裾
を
ぬ
ら
さ
れ
に
ら
み
行
く

河
合　

昭
子

■
幸
校
区
　
南
松
原
寿
会

道
の
ほ
と
り
哀
れ
み
な
し
猫ご

命
絶
え

伊
藤
富
士
子

■
幸
校
区
　
牧
野
町
長
寿
会

水
戸
黄
門
つ
え
一
本
で
身
を
守
る

山
口　

和
夫

■
杉
山
校
区
　
天
津
明
星
会

老
い
と
共
日
々
消
し
て
行
く
口
喧
嘩

藤
原　

道
子

■
中
野
校
区
　
中
野
お
あ
し
す
会

せ
っ
か
ち
な
夫
の
ん
き
な
妻
と
住
む

彦
坂
く
み
子

あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う
だ
ろ
う
夫
婦
仲

彦
坂　

吉
尚

■
東
田
校
区
　
仁
連
木
・
東
郷
寿
会

お
題
﹁
平
成
﹂

平
成
は
世
界
に
誇
れ
る
平
和
な
世

板
橋　

章
一

平
成
と
共
に
幕
引
く
両
陛
下

畠　
　

正
行

平
成
で
閉
じ
て
欲
し
い
ね
詐
欺
の
業

大
石　

綾
子

平た
い

ら
か
成
り
職
場
で
知
り
し
新
元
号

大
林
恵
以
子

大
相
撲
平
成
生
れ
が
賜し

杯は
い

抱
く河

合　

正
年

悔
い
は
な
し
努
力
で
生
き
た
平
成
道

高
橋　
　

誠

新
時
代
期
待
ま
ち
い
る
昭
和
人田

中
み
や
子

平
成
は
過
去
と
未
来
へ
つ
な
ぎ
橋

瀧
本
里
恵
子

平
成
か
ら
新
元
号
は
良
き
年
を藤

井　

克
代

落
日
の
様
に
平
成
流
れ
ゆ
く

後
藤
マ
サ
子

平
成
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ

榎
島　

謙
一

平
成
が
昭
和
の
半
分
で
幕
お
ろ
す

佐
原　

久
代

両
陛
下
眼
差
し
優
し
被
災
者
に柴

田　

靜
子

平
成
と
昭
和
を
生
き
て
今
卆
寿鈴

木
い
と
子

川
　
柳
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老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

こ
こ
数
年
会
員
数
を
増
や
し
て

い
る
牧
野
町
長
寿
会
を
訪
ね
ま

し
た
。

◆
班
分
け
に
よ
る
負
担
分
散

　
牧
野
町
長
寿
会
は
牧
野
町
公

民
館
を
拠
点
に
、
男
性
71
名
・

女
性
72
名
の
合
計
１
４
３
名
か

ら
な
る
単
位
ク
ラ
ブ
で
す
。
大

所
帯
の
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
五
つ

の
班
に
分
け
当
番
制
を
敷
く
こ

と
で
役
員
の
負
担
が
集
中
し
な

い
よ
う
工
夫
し
て
運
営
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
取

材
に
お
伺
い
し
た

月
例
会
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
や
行
事
に
つ
い

て
西
島
会
長
は
じ

め
役
員
と
各
班
長

が
協
力
し
合
い
円

滑
に
取
り
決
め
て

い
ま
し
た
。

◆
関
心
を
持
つ
行
事
で

　
退
屈
さ
せ
な
い
工
夫

　
月
例
会
の
資
料
に
目
を
通
す

と
①
親
睦
日
帰
り
旅
行
②
交
通

立
ち
番
・
あ
い
さ
つ
運
動
③
友

愛
訪
問
・
一
声
運
動
④
神
社
祭

礼
の
対
応
⑤
公
園
の
花
植
え
・

水
や
り
⑥
公
園
ト
イ
レ
清
掃
⑦

市
老
連
主
催
行
事
に
参
加
⑧
幸

老
連
主
催
行
事
に
参
加
な
ど
年

間
を
通
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。
月
例
会
も
毎
月
の

誕
生
祝
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ほ

か
、
季
節
に
応
じ
て
新
年
会
・

節
分
祭
・
納
涼
会
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
“
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
”

を
追
加
す
る
こ
と
で
広
く
会
員

の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
員
を
増
や
し
て

き
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
る
と

西
島
会
長
は
「
口
コ
ミ
で
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
。
普
段

か
ら
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲

気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま

す
」
と
し
た
上
で
「
会
員
増
強

に
向
け
て
特
別
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

個
々
の
会
員
が
近
所
付
き
合
い

の
中
で
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
自
然

体
で
話
題
に
上
げ
て
く
れ
た
お

か
げ
だ
と
思
い
ま

す
」
と
分
析
。
さ

ら
に
「
春
は
牧
野

町
中
央
公
園
で

“
お
花
見
会
”
、
夏

は
公
民
館
で
“
そ

う
め
ん
を
楽
し
む

会
”
な
ん
て
こ
と

も
や
っ
て
ま
す
。

『
そ
う
め
ん
が
楽

し
み
な
ん
だ
よ
！
』
と
や
っ
て

く
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
行
事
を
維

持
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
準
備
を
す
る
者
に
と

っ
て
は
大
変
で
す
が
、
反
響
が

し
っ
か
り
あ
り
ま
す
か
ら
や
り

が
い
は
あ
り
ま
す
」
と
手
応
え

を
感
じ
取
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

◆
進
む
会
員
の
高
齢
化

  

目
下
の
課
題
は
会
員
の
高
齢

化
。
過
去
の
資
料
に
よ
る
と
、

か
つ
て
牧
野
町
長
寿
会
に
60
代

の
方
が
数
多
く
入
会
し
て
い
ま

し
た
が
、
昨
今
の
年
金
受
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
で
働
き
続

け
る
高
齢
者
が
増
加
し
た
こ
と

や
、
独
自
の
ル
ー
ト
で
趣
味
を

楽
し
む
高
齢
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
60
代
の
方
の
新
規
加

入
は
次
第
に
望
め
な
く
な
っ
て

き
た
と
言
い
ま
す
。

　

「
社
会
環
境
の
変
化
で
、
最

近
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

く
れ
る
方
も
早
く
て
70
歳
か

ら
。
会
員
の
平
均
年
齢
も
80
代

に
差
し
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
と

（
足
腰
も
弱
く
な
り
）
活
動
拠

点
と
な
る
公
民
館
に
集
ま
れ
る

か
不
安
で
す
。
会
員
の
多
く
は

徒
歩
か
自
転
車
で
来
ま
す
が
、

牧
野
町
は
東
西
に
細
長
く
、
端

の
方
か
ら
来
る
人
は
大
変
で

す
」
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
現
状
解
決
策
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
元
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も

関
係
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
外
部
関
係
団
体
の

知
恵
も
借
り
な
が
ら
解
決
の
糸

口
を
つ
か
み
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

吉
田
春
秋
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
く

だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報
文
化
部
で
は
、
皆
さ

ま
方
の
ご
意
見
・
投
稿
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
読
み
や
す
く
楽
し
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
　
広
報
文
化
部

◎ 

校
区
活
動
、
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
随
想
な

ど
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
（
写
真
を
添
付
い
た
だ
く
場
合
は
き
れ

い
な
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
）
。

◎ 

原
稿
用
紙
６
０
０
字
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
に
つ
い
て
は
各
１
点

ず
つ
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

原
稿
は
市
内
在
住
の
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
に
加
入
し
て
い
る
方
か

ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、
校
区
名
・
単
位
ク
ラ
ブ
名
・
氏
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

紙
面
の
都
合
上
、
や
む
な
く
カ
ッ
ト
・
見
送
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
締
め
切
り
／
11
月
末
日

◎ 

投
稿
先
／
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
事
務
局

　

（
豊
橋
市
今
橋
町
1
番
地
・
豊
橋
市
役
所
長
寿
介
護
課
内
）

☎
５
１
・
２
３
３
７

ご協賛各位へのお礼

　この度「吉田春秋」の発刊にあたりまして、広告掲

載のご協力を賜り誠にありがとうございました。本紙

は、会員が生きがい・健康・教養を高めながら交流の

輪が広がるよう願って刊行いたしております。今後と

も何とぞ末長きご厚誼、ご支援をお願いいたします。

ゆたかクラブ豊橋

インタビュアー／㈱博報社

幸校区牧野町長寿会に
お邪魔しました。

《インタビュー》

編　

集　

後　

記

原
　
稿
　
募
　
集

西島　昭雄会長

みんなでスローガンを唱和

グラウンド・ゴルフ大会での
好成績をみんなに報告


